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機械化作業にともなう環境変動とだいずの生育

反応に関する研究

1_ま え が き

だいずの増収は作土の肥沃性の向上に負うところが大

きいと思われるが,その場合肥沃化される土壌の厚さを

との程度にすればよいかが機械作業上問題となる。そこ

で1965年,生産方向上を目標とした作上に関する試験の

一環として,本誌第10号(作上の硬さおよび耕深と生育)
に引続き施肥層と生産力との関係について試験したので

結果の概要を報告する。

2試 験 方 法

だいず品種十勝長業を第 1表に示すような供試条件

で,播種期 :5月 ″日,栽植密度 :畦巾60σπ,欄間10“

(167本/″),施肥量 :N.P205,K20それそれ2,
8, 6′ /″として栽培した。また施肥層の設定は堆肥

(M),燐酸 (P)お よび緩効性N含有の IB化成 (IB)
を単材若しくは組合せて10σπ,20“及び30C"の作上層に

それそれ同濃度になるようスコップで混入した。調査は

一般生育経過を観察すると共に終花期,終花期後 3週日

(3)施 肥層と生育について

入  恵

(東 北 農 詢

および成熟期の 3時期に部位別の乾物重,N,P,K含
有率ならびに形質,収量について行なった。なお,Nは
ミクロタルダール法,Pは塩化錫によるモリブデンプリ

ューの比色法,Kは焙光分析法によって分析した。

3 試験結果ならびに考察

1.一般生育経過

各資材とも制 巴層の深浅と発芽～成熟期との間に一定

の関係が認められなかった。しかし施肥層の厚い区は薄

い区に比べて繁茂量が多く,倒伏の程度がやや強く,ま

た下位業の落葉時期が早まる傾向があった。なお資材間

の差としては,M区に比べ IB区の発芽期が約 1日 遅れ
れ,PIB区の黄業～成熟期が 1～ 2日遅れたがいずれ
も著しい差異はみられなかった。

2.施肥層の差異と形質,収量との関係
施肥層の差果に対する形質,収量の変動は第 1図に示

すとおりヽ これらについて概説すれば次のようになる。

乾物重 :終花期では,M,PMお よびPIBの各資材
は,10鋪と20G脇区間の差は大きいが (20“区>10“区)

西

件条試供表第

資   材 (記 号) 施 肥 層
施 用   量 (初 /″ )

規 模
M IB PM PIB

堆   肥 (M)
IB化 成 (IB)
燐酸+判じ (PM)
燐酸+IB(PIB)

3

6

9

01
02
03

09+3
18+6
27+9

09+01(+03“ )
18+02
27+03

無  底  枢
1区 9/
1区制

注 1
2

3

供試土壌 :(岩手山系)火山灰土壌の熟畑 (燐酸吸収係数 :約2500)
lB化成 :N,P206,K20それぞれ15%含有 躾 効性Nは全Nの50%)
燐  酸 :熔燐,過石 4:1(10師区は土壌肥料第 2研究室で示された基準量)と して前作 (ばれいしょ)

に施用

率  :参考区,10姉層に IBのみ 3倍量施用
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よびPIB区は層位間の差が少なくM及びPM区より値
が小さかった。終イし期後 3週 目では,Mお よびPM区は

施肥層間の差がほとんど見られなく,いずれの区も終花

期より値が小さかった。 IBお よびPIB区は施肥層区
中それぞれ206π区及び10`π区が最高値で終花期と同程度

か或はむしろ上回り,MおよびPM区に比べ比較的高水
準であった。すなわちこれらの区のLAIの最大期は終
花期以後とみなされる。

なお終花期から同 3週後までのNAR(純 同化率)
は,M,PMお よびPIB区では10`π>20。π■30鍬区の
傾向があるが,IB区では20m>30C2>10m区となった。

また資材間ではIB>PIB>M>PM区 の関係がみら

れた。すなわち, IBの 20`π区,30`π区およびPIBの
10。π区は生育後期のLAIが高い上にその時期のNAR
の高い傾向がある。

茎長 :生育初期では,各資材とも施肥層の厚さに比例

して長かったが,生育後期になるとM, PMお よびPI
Bの各区は10Gπ<20`π■30Gπ区, IB区は10`π■20飢<
30m区となり,資材間ではM■ PM>PIB>IBの 順
となった。

なお,着葵位置はいずれの区も15魏以上で機械刈取り

に支障がない。

節数 :主茎の節数は, IB区が他の区より少ない傾向

があるが,全般に区間の差は少なかった。しかし,分枝

の節数および総節数′まIB及びPIB区がMおよびPM
区より多く,茎長の場合と逆の関係がみられた。PMの

各区およびPIBの 30でπ区は値が比較的少なかったが,
これは過繁茂によって下部の受光量が減少した等から葉

の機能が低下し,落葉が早まり,分枝の発生,伸長が抑

制されたためと考えられる。

収量構成要素 :着奏数の多少はほぼ節数の場合に華

じ,区間の差異は主茎で少なく分枝で多かった。すなわ

ち,個体当りの着葵数は供試区中 IBの 10`πおよび20磁

区,PIBの 10m区がほぼ同じ程度で他の区より多く,
PMの 30`π区が最も少なく,その他の区はその中間であ

った。一葵粒数は概して資材間および施肥層間の差が少

なかったが,IB区のみ施肥層の厚い区がやや多かった。

また百1i重は資材間ではMお よびPIB区 が23′ 前
後, IB区が22′前後, PM区が21～22′程度であった

が,施肥層間の差は少なかった。

子実重 :区間差の傾向はほぼ着葵数の場合に準じ,M
区は施1巴層間にはとんど差がなく, IB区は20CZ>10m

■30Cπ区,PM区は10C″■200π >30Cπ区,PIB区 は10
Cπ >20σπ■30Cπ区となった。数値は″当りI B 20GZ区お

102030 102030102030102030(10)
M    IB    PM    PIB

施 1じ  層 (cm)

注 PIB⑩ :10。π層に IBのみ 3倍量施用
第 1図 資材別にみた施肥層と形質,収量 (1965)

20Cπと30C″区間の差は小さく,ま た,これら3資材間の

差も僅少であった。これら3資材に対して IB区は著し

く値が小さく,施肥層間の差もほとんどみられなかった

た。しかし,終花期後 3週日 (地上部乾物重のほぼ最

大期に当る)になると,MおよびPM区では施肥層間の

差がほとんと認められなくなったが, IB区は20御>30

Cπ>10Cπ区, PIB区は10θπ>30επ>20Cπ区となり,特
に lBの各区及びPIBの 10θπ区は他の区より高水準で
終花期～同 3週後までの乾物増加量が多かった。

一方,終花期後 3週 日頃の根瘤着生状態をみると, I

B施用区はM施用区に比べその着生数および乾物重が少
なかったので (IB量の多いはど少ない),前記した乾
物重の様相と照合すれば,肥料Nの肥効がかなり高かっ

たと思われる。

LAl(葉面積指数):区間の差異は傾向的には乾物
重の場合に準じ,終花期 (LAIの l.‐ぼ最大期に当る)

ではMおよびPM区は10¨ <20θπ■30m区,また IBお
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(屹物当り%)

注 PIB(10):10c花 層に lBのみ 3借量施用
第 2図 施肥層と終花期後 3週日の 3要素含有率

(1965)
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よびP I Blo`π 区が450～540′ ,PM区が318～367′ ,
その他の区は400′前後であった。

3 三要素含有率
区FF5の差異は,調査各時期ともはぼ同一傾向であった

ので,終花期後 3週 目の状態を第 2図に示した。これら

から,葉身Nは IB区およびPIB区 (10。η区)がMお
よびPM区より比較的後期まで高濃度を維持し,P%は
PM区およびPIB区がM区およびIB区より著しく高
く (但し10"<20師■30。π区),K%は 茎部のみMおよ
びPM区が他の区よりやや高い等の諸点が注目される。

なお区間の変動はPが最も大きく,Kが最も少なかった。

このように I B20`π区およびP I B10σ滉区等において

は,分枝の発生,伸長を促進し,過繁茂にならない状態

でLAI,乾物重および節数を確保し,NARをたかめ,
生育後期まで葉のN濃度を維持した等から粒肥大期に

おける葉の機能向上 (若 しくは低下防止)が うかがゎ

′/″

しては,施1巴層が10印と20`π区との差は明瞭であるが,

20Gπと30Gπ区との差は少なく,概して10Cπ と20ι″区に高

収が得られた。これらから″当り400～ 450′ 程度の収量

を期待する場合には,施肥層は一応10GZ～ 20"程度で
よいように考えられる。またPや Kの満 された時点で

は,収量増は生育後期のNの1巴効に負うところが大きい

と思われる。これらについては更に土壌水分,土壌の緊

密度等上壌の物理性との関連での検討が必要であろう。

本試験を実施するに当り,御指導をいただいた農業技

術部長木根淵旨光博士に深く感謝する。  (引 用文献
省略)

第 表 収量と主要形質との関係および一次式から求めた収量段階と形質値 (1965)
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注 品種 :十勝長業

オoこれらが着葵数及び収量増に結びついたと思われる。

4 収量段階と形質値
収量と主要形質との関係は第 2表に示すとおり,得ら

れた結果の範囲では終花期後 3週日の地上部乾物重,葉

身N%,Nお よびK合有量,総節数ならびに着葵数等と
収量との間に正の相関が認められた。また,両者の関係
をかりに直線とみなし,その一次式から1又量段階に対応

する形質値を求め同表に示した。すなわち,高水準の収

量はPや Kが豊富な条件下ではNの肥効と関係が深いよ

うである。

以上各施肥区を通じ,だいずの生育に現われた反応と

収 量 段 階 (′ /″ )

504    1       591    1       678
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